
内容： 

我々は、第2族第５周期のアルカリ土類に属するストロンチウ

ムを用いる新規有機合成反応の開発を行っている。同族元

素であるマグネシウムを用いるGrignard試薬と比較検討する

と、新たな新しい性質を持つことが判明した。イミンに対して

も円滑に付加反応をおこす。また、エステルに対しては、

Grignard試薬においては反応が円滑に進行しないエチル化

やイソブチル化も円滑に進行さすことが出来き、対応するジ

アルキル化体を高収率で得ることが出来る。さらに、本反応

に酸塩化物を作用させると、非常に合成が困難な第3級アル

コールのエステルを高収率に得ることが出来る。一方、カル

ボン酸に対しアルキル化を行うと、モノアルキル化されたケト

ンが比較的良好な収率で得られる。更に、安息香酸に対して

は、異常反応が進行し、安息香酸のp-位にアルキル基が付

加した生成物が高収率で得られることがわかった。この様に、

ストロンチウム反応剤は、従来法とは異なる反応性を示すこ

とが明らかになった。 
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